青明舎　　フェイスシート

平成19年　10月　8日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　山田　健次　　様　　　　　　男・女　　　　昭和　10年　9月　15日生（　72歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市長者3丁目4-6　　　　　　　　　　　　　電話　0178-22-6893　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無し

	
	発症時期
	昭和37年頃（26歳頃）
	罹 患 期 間
	約46年

	
	入院回数
	13回
	延べ入院年数
	不明

	医療機関
	　　　青南病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	週1回（木曜日）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	2,500円
	精神障害者福祉手帳２級

	経済状況
	年金
	障害基礎年金年金2級　　（月額約6.6円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　　うみねこ幸房（月～金）　　ナイトケア（月～金）

	住まいの場
	　　アパート

	登録年月日
	H9年4月6日
	身長
	167cm
	体重
	kg

	最終学歴
	　商業高校卒業（愛知県）
	免許・資格
	　　　　無し

	職　歴
	東北ビルサービス　　　　　　平成元年8月2日～数日間

自動車販売会社「シャドウ」　平成元年9月15日～短期間
	

	保　護　者
	氏名　　山田　静一   様　　　　　　　兄　　　（同居　・否）

	利用目的

　・生活で困った時の相談場所。

	入院・治療歴

昭和37年5月18日～昭和61年10月24日（この間12回入院あるが不明） 　名古屋愛精神病院

昭和58年9月14日～昭和61年10月24日　　　　　（最終入院）　　　　　名古屋愛精神病院

平成元年5月19日～平成5年5月17日　　　 　　　　外来　　　　　　　　青南病院

平成5年5月17日～平成6年7月2日　　　　　　　　入院　　　　　　　　青南病院

平成6年7月15日～　　　　　　　　　　　　　　　　外来　　　　　　　　青南病院

	生活歴

名古屋市の出生。同胞3人の第3男、商業高校卒業後は定職につかず兄の仕事を手伝ったりして過ごしていたが、昭和37年5月18日幻聴、被害妄想、作業為等あり、名古屋愛精病院初診する。その後は12回の入退院がある。昭和58年9月14日から昭和61年10月24日の退院後は小規模作業所へ通所する。八戸に兄がおり、今まで母と住んでいたが、母の転居の伴い八戸へ転居する。八戸へ転居後は、本人の希望により共同作業所へ通所開始となるが、作業ぶりは仕事量が少なく作業能率に欠ける状態であった。平成元年には二回程就職をするが、いずれも長続きせずすぐに辞めて作業所へ戻って来ている。平成4年7月帰宅後イライラすると言い、「ぶんなぐってやる」と言い出掛け女学生の顔を叩く等の行為が見られ、平成5年5月17日に青南病院に来院し、任意入院となる。退院後は、平成6年8月8日からうみねこ幸房への通所を開始となっている。平成14年7月26日からナイトケアの利用開始となっている。現在は兄宅のすぐ傍で単身アパート生活を行っている。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

兄は自営業で山田繊維という会社を営んでおり、アパートの家賃は兄が払っている。年金は兄が管理しており、年金が入ると兄が下ろし本人へ2ヶ月分渡している。週に1度はアパートへ兄が本人の様子を見に来ている。アパートから自宅が近いこともあり兄夫婦、甥夫婦とは交流がある。


平成19年10月8日（月）馬渡　道伸

	氏　名
	山田　健次　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　10年　9月　15日　（72歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を継続していきたい。




	これまでの経過

	・平成6年8月8日うみねこ幸房利用開始となり、現在は週5日（月～金）毎日バスを利用して通っている。幸房は長い間通っており、本人は自分の居場所だと感じていると話す。作業内容は、簡単な軽作業が主である。昼食はむつ食品で弁当や、おにぎり、パン、飲みもの等を購入している。

・平成14年7月26日ナイトケア利用開始となるが休むことなく通所してたが、3年目より欠席が目立つようになり、その頃にナイトケアのスタッフに「ナイトケアが終わってから買い物に行って、11時にお風呂に入ったりして12時になるので、買い物もして帰りたいから、少し早く帰ってもよいか。」と話しており、欠席が目立つようになる。現在は膝が痛いや、終わる頃には暗くなって帰るのが大変だ（冬になると道路が凍結し歩行が困難になる）という理由によりほとんど欠席している。作業所は落ち着いて作業ができる場所だと話し、うみねこ幸房には毎日通えていると話す。

・生活については、金銭面ではアパートの家賃は兄が払い、年金は2ヶ月に1回生活費として兄から貰っている。休日の過ごし方は、街まで行きショッピイング（三春屋・さくら野・チーノ）や喫茶店（ドトール）でコーヒーを飲んだりしている。本人はこれが唯一の楽しみであると話す。

・入浴に関しては1～2週間に一度近くの銭湯に兄が連れて行ってくれると話す。

・食事については、ご飯は自分で炊いて惣菜（煮物・野菜）を主に購入し3食食べていると話す。


	問題点
	介入の仕方
	支援期間

	・現在ナイトケアに通所できていない。

（幸房が新体系に移行するに当り本人が他のサービス利用の検討を行う必要がある。）
	・本人と話し合い本人の実際の生活状況（食事状況・入浴状況・金銭状況）を知る為や本人の年齢も考慮した上で訪問を行う。（その上で本人のニーズを探る。）

・ナイトケア、うみねこ幸房、外来での情報共有を行い統括的なアプローチを行う。

・ナイトケアに通所していない事から、現在の本人の生活リズム、食事面を考慮し、デイケアのサービス利用を本人に提案する。（その際に本人と面談を密に行い信頼関係を築いておく必要がある。）

・本人の兄夫婦や甥夫婦と連絡をとり、本人のデイケア利用の提案をする。
	　　ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　

静一（保護者）八戸在住





本人（八戸在住）





祐司（八戸在住）





悦子（八戸在住）








ミサオ（八戸在住）








